
一

熊
本
大
学
教
育
学
部
紀
要
、

第
六
二
号
、
三
五
九
│
三
六
六
、
二
〇
一
三

日
本
印
人
研
究

―
現
代
篆
刻
家
の
人
と
芸
術
（
Ⅰ
）―神　

野　

雄　

二

一
　
序

　

日
本
に
お
け
る
印
学
の
研
究
、
印
章
や
篆
刻
そ
し
て
印
人
や
印
譜
の
、
広
い
視
野
に
立
っ

た
体
系
的
な
研
究
は
ま
だ
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
本
研
究
は
、
日
本
の
印
章

や
篆
刻
の
歴
史
的
、
文
化
史
的
な
解
明
を
目
的
と
し
て
お
り
、
総
括
的
に
は
日
本
の
印
学
の

体
系
化
を
目
指
し
た
い
。
こ
れ
は
書
学
・
書
道
史
の
対
象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
美
学
・

美
術
史
、
歴
史
考
古
学
、
文
化
史
等
そ
の
裨
益
す
る
と
こ
ろ
は
甚
だ
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
や
中
国
に
お
け
る
印
章
や
印
人
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
へ
の
史
的
考
察

や
作
品
研
究
を
テ
ー
マ
に
据
え
論
考
を
発
表
し
て
き
た
。
日
本
の
印
人
の
研
究
、
主
と
し
て

高
芙
蓉
（
一
七
二
二
〜
一
七
八
四
）
研
究
、
並
び
に
彼
を
祖
と
す
る
芙
蓉
派
の
一
系
譜
と
目

さ
れ
る
、
源
惟
良
、
小
俣
蠖
庵
、
福
井
端
隠
、
山
田
寒
山
、
山
田
正
平
等
の
事
績
の
調
査
・

研
究
と
作
品
分
析
、
そ
し
て
印
学
の
継
承
と
そ
の
発
展
を
探
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
き
た
。

ま
た
、
わ
が
国
の
印
人
伝
に
お
け
る
唯
一
の
専
著
と
言
え
る
中
井
敬
所
の
『
日
本
印
人

伝
』（
１
）を
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
資
料
よ
り
拾
遺
し
補
訂
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
篆

刻
の
専
家
は
も
ち
ろ
ん
、
篆
刻
に
関
わ
る
傍
系
の
文
人
・
芸
術
家
の
研
究
も
併
せ
て
進
め
て

い
る
。
本
稿
は
そ
の
一
翼
を
担
う
も
の
で
あ
る
。

　

私
は
日
本
印
人
研
究
に
併
せ
て
現
代
の
篆
刻
家
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
て
き
た
。
ま
た

書
簡
に
て
質
問
を
し
た
。
今
は
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
方
も
多
い
。
今
と
な
っ
て
は
貴
重
な
証
言

や
資
料
と
な
っ
た
も
の
も
多
い
。
中
で
も
、
山
田
正
平
を
め
ぐ
る
人
々
と
そ
の
交
友
に
つ
い

て
論
究
す
る
た
め
、
周
辺
の
人
と
し
て
こ
れ
ま
で
幾
人
か
取
り
上
げ
た（
２
）。
こ
れ
ら
は
山
田

正
平
の
事
蹟
や
人
物
像
、
芸
術
観
を
知
る
に
足
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

本
稿
は
そ
れ
に
つ
ぐ
も
の
で
、
現
代
の
篆
刻
家
、
ま
た
篆
刻
に
係
わ
り
あ
る
人
物
を
取
り

上
げ
人
と
芸
術
に
関
し
て
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
の
小
林
斗

先
生
に
関
す
る
箇
所
は
、『
永
和
』（
一
二
四
号
、
永
和
社
、
二
〇
一
一

年
三
月
）
に
執
筆
し
た
「
小
林
斗

先
生
―
人
と
芸
術
―
」
を
、
小
林
石
寿
先
生
に
関
す
る

箇
所
は
、『
永
和
』（
一
二
九
号
、
永
和
社
、
二
〇
一
二
年
四
月
）
に
執
筆
し
た
「
日
本
印
人

研
究
―
小
林
石
寿
先
生
―
」
を
加
減
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。（
近
年
亡
く
な
ら
れ
た
先
生

方
に
お
い
て
も
、
先
生
の
敬
称
を
冠
す
。）

二
　
小
林
斗

先
生

　

小
林
斗

先
生
（
一
九
一
六
〜
二
〇
〇
七
）
は
、
名
は
庸
浩
、
斗

と
号
す
。
現
代
を
代

表
す
る
篆
刻
家
で
あ
り
、
印
学
研
究
の
泰
斗
と
目
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
業
績
は
実
に
多
岐
に

亘
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
生
ま
れ
。
河
井
荃
廬
、
西
川
寧
、
加
藤
常
賢
に
師
事
す
る
。
全
日
本

篆
刻
連
盟
会
長
、
日
展
顧
問
、
謙
慎
書
道
会
最
高
顧
問
、
西
泠
印
社
名
誉
副
社
長
な
ど
の
要

職
を
歴
任
す
る
。
一
九
八
四
年
日
本
芸
術
院
恩
賜
賞
を
受
賞
。
一
九
九
三
年
日
本
芸
術
院
会

員
、
一
九
九
八
年
文
化
功
労
者
、
二
〇
〇
四
年
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
た
。

作
品
集
・
図
録
に
、

・『
小
林
斗

作
品
集
』（
谷
川
商
事
株
式
会
社
、
一
九
七
五
年
）

・『
斗

篆
刻
書
法
』（
小
林
斗

篆
刻
書
法
展
図
録
、
日
本
橋
三
越
本
店
、
一
九
九
五

年
）

著
作
や
監
修
・
編
集
は
数
多
い
が
、

・『
定
本
書
道
全
集
印
譜
篇
』（
河
出
書
房
、
一
九
五
六
年
）

・『
漠
南
書
庫
中
国
印
譜
解
題
』（
二
玄
社
、
一
九
七
六
年
）

・『
清
人
篆
書
三
種
』
書
道
技
法
講
座
三
三
（
二
玄
社
、
一
九
七
六
年
）　

・『
荃
廬
先
生
印
存
』（
二
玄
社
、
一
九
七
六
年
）

・『
河
井
荃
廬
の
篆
刻
』（
二
玄
社
、
一
九
七
八
）
年

・『
中
國
篆
刻
叢
刊
』
全
四
〇
巻
（
二
玄
社
、
一
九
八
一
〜
八
四
年
）　

・『
中
國
璽
印
類
編
』（
二
玄
社
、
一
九
九
六
年
）　

・『
小
林
斗

先
生
文
化
勲
章
受
賞
記
念
斗

蔵
印
』（
謙
慎
書
道
会
、
二
〇
〇
五
年
）

・『
篆
書
千
字
文
』（
二
玄
社
、
二
〇
〇
〇
年
）

な
ど
が
あ
る
。

　

私
は
、
昭
和
五
七
年
頃
、
筑
波
大
学
の
恩
師
伊
藤
伸
先
生（
３
）、
香
川
大
学
の
小
西
斗
虹
氏

と
赤
坂
の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
伺
っ
た
の
が
事
実
上
の
初
対
面
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
文
人
の
書
斎
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二

神　野　雄　二

で
あ
っ
た
。
小
西
氏
が
、
河
井
荃
廬
研
究
を
卒
業
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
い
た
の
で
、
小
林
先

生
に
筌
廬
の
お
話
を
伺
う
た
め
に
、
私
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
時
私
が
中
国
で

手
に
入
れ
た
河
井
荃
廬
の
印
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
が
話
題
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
先
生
に
お

貸
し
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。「
差
し
上
げ
る
の
で
す
か
」
と
伸
先
生
が
悪
戯
っ
ぽ
く
言
わ
れ

た
時
は
さ
す
が
に
冷
や
汗
が
出
た
。
後
、
丁
寧
に
押
印
し
て
ご
署
名
の
う
え
返
却
し
て
く
だ

さ
っ
た
。
先
生
に
山
田
正
平
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
先
生
は
、

「
正
平
先
生
は
銭
松（
４
）に
興
味
を
持
た
れ
て
い
た
。」

「
古
璽
印
の
話
の
際
、
漢
印
と
南
北
朝
期
の
印
を
取
り
違
え
ら
れ
て
い
た
。」

と
語
ら
れ
た
。

　

帰
り
際
、
芳
名
録
に
署
名
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
。
帰
宅
途
中
、
伊
藤
先
生
に
「
小
林

先
生
は
穏
や
か
な
先
生
で
す
ね
。」
と
話
し
た
と
こ
ろ
、「
先
生
は
弟
子
に
対
し
て
は
厳
格
だ
。

し
か
し
礼
を
尽
し
て
い
け
ば
、
学
生
や
研
究
者
に
は
優
し
い
方
だ
。」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
小
林
先
生
は
、
私
が
『
高
芙
蓉
の
篆
刻
』（
木
耳
社
、
一
九
八
八
年
）
を
出
版

し
た
時
に
序
文
を
書
い
て
下
さ
っ
た
。
こ
こ
に
、
抄
録
す
る
（
図
１
）。

今
回
神
野
雄
二
氏
が
芙
蓉
没
後
二
百
年
を
記
念
し
て
、『
高
芙
蓉
の
篆
刻
』
を
出
版
さ

れ
る
と
い
う
。
私
に
序
を
索
め
ら
れ
た
が
、
身
辺
多
忙
に
し
て
新
し
く
書
く
余
裕
も

な
い
の
で
、
ま
こ
と
に
残
念
な
が
ら
、
二
百
年
祭
の
記
念
冊
子
に
書
い
た
小
文
を
も
っ

て
、
責
を
塞
ぐ
こ
と
に
し
た
。
芙
蓉
の
遺
印
は
真
を
お
き
が
た
い
も
の
が
多
い
。
著

者
は
、
山
田
家
所
蔵
の
資
料
を
中
心
に
、
手
に
従
っ
て
印
譜
・
遺
作
等
の
蒐
集
に
つ

と
め
ら
れ
た
と
い
う
。
当
然
、
真
贋
雑
揉
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
確
証
を
求
め

難
い
現
在
、
覧
者
の
判
断
に
俟
つ
ほ
か
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
一
書
が
、
芙
蓉
の
真
姿

を
解
明
し
草
創
期
の
我
国
印
学
の
状
況
を
知
る
関
鍵
と
し
て
、
永
く
斯
界
に
寄
与
す

る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

　

後
年
、
謙
慎
書
道
会
に
所
属
の
書
家
工
藤
愚
庵
氏
に
資
料
を
拝
借
し
（
図
２
）、
高
芙
蓉

の
墓
地
に
関
し
て
拙
稿
を
執
筆
し
た
際
、
斗

先
生
が
先
人
の
顕
彰
に
い
か
に
力
を
尽
さ
れ

て
い
た
か
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
拙
稿
「
高
芙
蓉
の
顕
彰
と
墓
碑
に
つ
い
て
」（『
全
国
大

学
書
道
学
会
紀
要
』、
全
国
大
学
書
道
学
会
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）
と
し
て
纏
め
た
。

　

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
大
東
文
化
大
学
で
、
第
四
回
書
学
書
道
史
学
会
が
開
催
さ
れ
た

折
、
先
生
は
、「
西
冷
印
社
九
〇
周
年
に
寄
せ
て
―
清
末
の
印
学
と
印
人
た
ち
―
」
の
テ
ー

マ
で
講
演
さ
れ
た
。
中
で
興
味
を
引
い
た
内
容
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

・
明
末
清
初
の
印
を
軽
視
し
て
い
る
人
が
い
る
が
、
優
れ
た
印
人
が
お
り
後
世
へ
の
影

響
は
大
き
い
。　

・
鄧
石
如
の
書
は
、
隷
書
が
先
に
完
成
し
そ
れ
を
篆
刻
に
生
か
し
た
。
書
法
と
刻
技
が

一
致
し
た
の
は
完
白
か
ら
で
、
彼
の
業
績
で
あ
る
。

・
呉
昌
碩
の
作
品
は
出
来
不
出
来
の
差
が
大
き
い
。
天
分
が
優
れ
て
い
た
人
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。「
偉
大
な
る
不
器
用
な
人
」
で
あ
っ
た
。

・
河
井
荃
廬
先
生
か
ら
伺
っ
た
。
呉
昌
碩
は
荃
廬
に
、「
あ
な
た
は
よ
く
さ
れ
る
が
、
私

は
趙
之
謙
の
真
似
は
で
き
な
い
。
呉
譲
之
は
よ
く
学
ん
だ
」
と
語
っ
た
と
。

・
篆
刻
は
呉
昌
碩
を
も
っ
て
断
と
な
す
。

・
趙
之
謙
は
計
意
の
作
家
、
呉
譲
之
は
卒
意
の
作
家
で
あ
る
。
之
謙
は
清
朝
第
一
の
作

家
で
あ
る
。

・
徐
三
庚
の
印
刀
は
、
三
分
の
短
い
も
の
で
あ
っ
た
。
日
下
部
鳴
鶴
が
中
国
で
購
入
し
、

河
井
荃
廬
先
生
に
差
し
上
げ
た
。

・
銭
塘
江
の
上
下
で
篆
刻
の
気
風
は
違
う
と
、
河
井
荃
廬
先
生
か
ら
伺
っ
た
。

　

篆
刻
美
術
館
で
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
九
月
河
井
荃
廬
展
が
開
催
さ
れ
、
十
一
月
五
日

記
念
講
演
会
と
し
て
、「
荃
廬
先
生
の
偉
業
」
と
の
演
題
で
、
古
河
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
小
林
先
生
が
ご
講
演
さ
れ
た
。

　

ま
た
東
京
学
芸
大
学
の
同
級
生
五
名
で
グ
ル
ー
プ
展
「
不
离
展
」
を
（
一
九
八
三
〜

二
〇
〇
五
年
）
ま
で
一
〇
回
開
催
し
た
が
、
一
度
お
立
ち
寄
り
下
さ
っ
た
。
会
場
を
一
巡
さ

れ
椅
子
に
腰
掛
け
い
く
ら
か
ご
批
評
い
た
だ
い
た
。
私
は
当
時
、
中
央
美
術
学
園
書
道
造
形

科
で
、
篆
書
・
刻
字
演
習
の
講
座
を
担
当
し
て
い
た
。
学
園
は
、
美
術
の
専
門
学
校
と
し
て

名
門
で
あ
り
、
長
い
歴
史
が
あ
っ
た
。
教
育
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
学
園
長
郡
山
鐡
郎
先
生

に
お
願
い
し
て
、
そ
こ
で
モ
デ
ル
の
デ
ッ
サ
ン
、
エ
ッ
チ
ン
グ
、
油
彩
画
な
ど
学
ん
だ
。
展

覧
会
に
そ
の
成
果
と
し
て
ヌ
ー
ド
モ
デ
ル
の
デ
ッ
サ
ン
を
三
点
出
品
し
て
い
た
。
先
生
は
そ

れ
を
見
ら
れ
怪
訝
な
お
顔
を
さ
れ
た
。
た
だ
何
を
思
わ
れ
た
か
は
今
で
は
知
る
よ
し
も
な
い
。

　

小
林
先
生
の
篆
刻
は
、
精
緻
で
学
識
に
裏
づ
け
さ
れ
た
古
意
豊
か
な
作
風
で
知
ら
れ
て
い

る
。
印
学
は
尊
敬
し
て
止
ま
な
か
っ
た
太
田
孝
太
郎
（
夢
庵
）
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。

両
先
師
西
川
寧
、
河
井
荃
廬
の
衣
鉢
を
継
ぐ
偉
大
な
印
学
研
究
家
、
篆
刻
家
で
あ
っ
た
。
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三

日本印人研究

三
　
小
林
石
寿
先
生

　

小
林
石
寿
先
生
（
一
九
一
六
〜
一
九
九
九
）
は
、
本
名
は
徳
太
郎
、
草
丘
・
石
寿
と
号
す
。

篆
刻
・
刻
書
作
品
に
新
鮮
な
世
界
を
開
い
た
。
上
田
桑
鳩
と
大
沢
雅
休
に
師
事
す
る
。
拓

本
・
写
真
・
書
道
文
房
四
宝
の
研
究
な
ど
、
そ
の
業
績
は
実
に
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
著
書

も
多
数
出
版
し
て
い
る
。『
刻
書
技
法
―
立
体
書
道
へ
の
道
―
』（
小
林
徳
太
郎
著
、
木
耳
社
、

一
九
八
〇
年
十
二
月
）、『
展
大
甲
骨
文
字
精
華
』（
小
林
石
寿
編
、
木
耳
社
、
一
九
八
五
年

六
月
）、
そ
し
て
『
拓
影
展
大
甲
骨
文
字
字
典
』、『
拓
影
展
大
金
文
字
典
』（
図
３
）、『
図
説

石
印
材
』、『
拓
本
技
法
』、『
篆
刻
講
座
』、『
刻
書
講
座
』、『
五
体
篆
書
字
典
』（
以
上
木
耳

社
）
な
ど
で
あ
る
。

　

先
生
ご
自
身
が
自
身
の
事
を
述
べ
た
一
文
「
序
」（『
刻
書
技
法
―
立
体
書
道
へ
の
道
―
』）

が
あ
る
。

私
は
過
去
四
十
年
余
り
書
と
写
真
を
趣
味
と
し
て
続
け
て
き
ま
し
た
。
別
に
家
業
を

持
っ
て
い
た
私
は
、
そ
れ
で
プ
ロ
に
な
ろ
う
な
ど
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

プ
ロ
に
拮
抗
す
る
本
格
の
実
力
を
持
つ
本
当
の
ア
マ
チ
ュ
ア
に
な
ろ
う
と
考
え
、
そ

の
た
め
に
書
は
上
田
先
生
、
大
沢
先
生
と
い
う
願
っ
て
も
な
い
良
師
の
ご
指
導
を
頂
き
、

本
格
の
書
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
深
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
写
真
で
は

二
十
年
ほ
ど
文
化
財
撮
影
に
関
係
し
、
重
文
国
宝
級
の
あ
ら
ゆ
る
第
一
級
品
に
直
接

触
れ
る
機
会
を
得
た
の
は
生
涯
の
収
穫
で
し
た
。
つ
ま
り
私
の
審
美
は
ア
マ
チ
ュ
ア

精
神
を
基
盤
と
し
て
、
書
と
写
真
と
古
美
術
と
の
体
験
的
環
境
の
中
に
育
っ
た
も
の

と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　

同
著
は
、
刻
書
の
技
法
書
で
は
あ
る
が
、
芸
術
と
は
何
か
、
書
道
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
な

ど
、
小
林
先
生
の
芸
術
観
が
随
所
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
を
掲
載
す
る
こ
と
は
不
可

能
な
の
で
、「
ア
マ
チ
ュ
ア
精
神
」
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
た
箇
所
を
抄
録
し
、
先
生
の
芸
術

観
の
一
端
を
探
っ
て
み
た
い
。

・
作
品
の
価
値
は
、
美
の
質
と
量
と
で
決
め
ら
れ
ま
す
。
高
い
識
見
に
裏
付
け
ら
れ
た
、

自
由
な
伸
び
や
か
さ
が
美
の
源
泉
で
す
。
余
技
が
し
ば
し
ば
専
門
家
を
越
え
る
の
は

こ
こ
に
原
因
が
あ
る
よ
う
で
す
。
高
い
審
美
を
持
つ
文
化
人
の
書
が
書
家
の
書
よ
り

も
尊
重
さ
れ
る
理
由
で
す
。

・
こ
う
い
う
例
を
見
ま
す
と
純
粋
で
爽
か
な
美
は
、
む
し
ろ
無
慾
の
ア
マ
チ
ュ
ア
精
神

の
中
に
多
分
に
存
在
す
る
ら
し
く
、
作
者
に
豊
か
な
美
感
と
し
っ
か
り
し
た
造
型
の

基
本
さ
え
あ
れ
ば
、
余
技
は
本
格
の
作
品
と
し
て
成
り
立
つ
よ
う
に
思
え
ま
す
。
常

に
自
分
の
力
量
を
蓄
積
し
、
磨
き
あ
げ
た
個
性
を
作
品
に
反
映
さ
せ
れ
ば
、
そ
れ
は

や
が
て
高
い
評
価
に
つ
な
が
る
と
い
う
好
ま
し
い
姿
の
循
環
が
生
れ
る
の
で
す
。

・
余
技
を
た
だ
道
楽
と
考
え
る
の
は
誤
り
で
、
余
技
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
自
由
さ
、
奇

抜
さ
、
強
烈
な
個
性
が
、
素
晴
ら
し
い
造
型
美
の
源
泉
だ
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

・
個
性
豊
か
な
作
品
が
通
用
し
な
い
公
募
展
な
ん
か
相
手
に
し
な
い
位
の
勇
気
を
持
っ

て
下
さ
い
。
世
の
中
は
広
い
の
で
す
。
一
つ
の
公
募
展
が
す
べ
て
を
支
配
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
個
展
も
よ
し
グ
ル
ー
プ
展
も
よ
し
、
発
表
の
場
は
い
く
ら
も
あ
り

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
自
由
に
発
想
し
た
作
品
を
、
誰
に
気
兼
ね
す

る
こ
と
も
な
く
制
作
す
る
。
互
い
に
作
品
を
本
質
で
競
い
合
う
中
に
だ
け
刻
書
の
向

上
は
存
在
し
、
そ
れ
が
刻
書
に
永
遠
の
生
命
を
与
え
る
唯
一
の
方
法
だ
と
考
え
ま
す
。

　

先
生
自
身
あ
え
て
プ
ロ
の
姿
勢
を
廃
し
ア
マ
チ
ュ
ア
精
神
に
徹
せ
ら
れ
た
。
本
当
の
意
味

で
の
ア
マ
チ
ュ
ア
精
神
は
大
切
だ
と
言
う
。
こ
れ
は
私
が
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
た
ポ
イ
ン
ト

で
あ
っ
た
。
石
寿
先
生
の
業
績
で
、
特
色
あ
る
こ
と
を
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

一
、
刻
字
作
品
の
自
在
な
表
現
（
図
４
）

一
、
篆
刻
作
品
の
生
新
な
表
現

一
、
新
た
な
書
美
の
発
見
と
提
言

一
、
著
作
出
版
に
よ
る
斯
学
の
啓
蒙

　

こ
こ
で
、
石
寿
先
生
が
一
九
六
六
年
頃
手
控
え
『
刻
書
譜
Ⅰ
』（
神
野
メ
モ
に
よ
る
）
に

書
き
付
け
ら
れ
た
言
説
を
引
く
。
先
生
の
刻
字
に
対
す
る
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。

　

刻
書
の
面
白
さ
は
、
筆
意
に
刀
意
が
加
わ
っ
た
不
自
由
な
書
の
味
わ
い
と
、
時
と

処
に
応
じ
て
生
ず
る
陰
影
に
浮
き
出
す
変
化
の
楽
し
み
で
あ
る
。
平
面
か
ら
立
体
に

移
行
し
た
書
に
の
み
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
独
自
の
妙
味
は
、
刀
の
利
鈍
と
刻
の
深
浅
、

精
粗
に
影
響
さ
れ
て
味
わ
い
を
変
え
て
尽
き
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
面
白
さ
に
取
り
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つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
さ
て
ど
こ
ま
で
続
く
遍
歴
と
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
板

を
変
え
刃
物
に
凝
っ
て
、
そ
れ
は
い
つ
果
て
る
と
も
知
ら
ぬ
道
で
あ
ろ
う
が
、
私
は

自
ら
娯
し
む
た
め
に
こ
の
道
を
往
く
。

　

槌
が
肩
よ
り
上
が
ら
な
く
な
る
ま
で
は
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
板
に
喰
い
込
む
鑿
の

刃
に
我
を
忘
れ
る
一
時
に
、
私
は
「
寒
し
き
泉
」マ
マ
を
感
じ
る
。
三
昧
境
と
は
こ
れ
な

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
、
先
生
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
指
教
を
頂
い
た
が
中
で
も
、
先
生
の
書
美
に
対
す
る

考
え
方
が
第
一
で
あ
る
。
先
生
は
、
実
に
感
性
が
鋭
敏
で
、
懇
談
の
折
に
き
ら
り
と
光
る
言

説
が
あ
っ
た
。
友
人
と
ご
自
宅
を
訪
問
し
た
時
、
甲
骨
文
の
写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
、『
展
大
甲
骨
文
字
精
華
』
を
出
版
さ
れ
る
頃
だ
っ
た
。
そ
の
際
甲
骨
文
を
拡
大

し
た
写
真
を
三
葉
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
先
生
の
著
書
か
ら
も
益
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
こ
に
先
生
の
芸
術
観
の
よ

く
示
さ
れ
た
箇
所
を
抄
録
し
、
先
生
の
美
学
の
根
源
を
探
っ
て
み
た
い
。
甲
骨
文
研
究
の
画

期
的
な
著
作
『
展
大
甲
骨
文
字
精
華
』
は
、
近
代
中
国
の
碩
学
容
庚
編
『
殷
契
ト
辞
』
と
同

一
の
原
拓
を
精
良
に
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
頁
に
釈
文
を
附
し
、
巻
末
に
原
拓
を
原
寸

大
で
収
め
て
研
究
の
便
を
図
っ
て
い
る
。
甲
骨
文
研
究
史
上
に
お
い
て
も
重
要
な
も
の
と
い

え
る
。
特
に
甲
骨
文
の
形
体
を
探
る
際
の
屈
指
の
書
物
と
い
え
よ
う
。

石
寿
先
生
は
同
著
の
「
序
に
代
え
て
」
で
次
の
よ
う
に
記
す
。

「
純
一
は
乏
し
さ
だ
け
で
は
な
く
し
て
、
深
さ
で
あ
り
力
で
あ
る
。
煩
雑
は
豊
か
さ
で

は
な
く
し
て
、
貧
し
さ
で
あ
り
弱
さ
で
あ
る
。」「
無
装
飾
の
肌
目
の
、
何
と
無
限
の

変
化
を
ひ
め
た
味
い
で
あ
る
こ
と
か
。
茶
碗
と
し
て
の
も
っ
と
も
素
朴
な
形
と
、
自

然
の
ま
ま
の
肌
を
持
つ
だ
け
で
、
こ
の
茶
碗
の
美
は
完
璧
な
の
で
あ
る
。」
と
柳
宗
悦

は
云
っ
た
。
つ
ま
り
「
最
も
簡
潔
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
最
も
深
い
含
蓄
（
美
）
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
余
情
が
あ
る
」
と
か
「
気
韻
が
生
動
す
る
」
な
ど
と
い

う
東
洋
的
な
美
感
は
、
す
べ
て
簡
潔
に
処
理
さ
れ
た
、
省
畧
の
効
果
を
基
調
に
し
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
集
約
さ
れ
統
一
さ
れ
た
素
朴
な
形
態
か
ら
生
れ
る
微
妙
な
リ
ズ

ム
が
、「
生
気
」
と
な
っ
て
見
る
も
の
の
心
を
揺
り
動
か
す
の
で
は
な
い
か
。

　

東
洋
独
特
の
美
術
と
い
わ
れ
て
き
た
「
書
」
は
、
文
字
と
い
う
最
も
簡
畧
な
形
式

を
謙
虚
に
表
現
す
る
と
こ
ろ
に
高
い
評
価
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
時
代
が
下
る
に
従
っ

て
、
見
せ
よ
う
と
す
る
意
識
が
強
ま
り
、
そ
こ
に
作
意
が
は
た
ら
い
て
、
統
一
を
失
っ

て
過
剰
装
飾
へ
と
移
行
し
観
念
の
空
転
が
は
じ
ま
っ
た
。
焦
り
は
作
品
を
技
巧
の
み

の
再
現
的
形
象
に
走
ら
せ
、
素
朴
な
個
性
表
現
の
場
を
奪
い
去
っ
た
。
軽
卒
な
思
い

つ
き
に
腐
心
し
て
、
清
純
な
感
受
性
の
枯
渇
し
た
技
巧
の
塊
は
、
次
第
に
美
の
本
質

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
蟻
地
獄
に
墜
ち
た
蟻
に
似
て
、

も
が
け
ば
も
が
く
ほ
ど
深
み
に
は
ま
り
込
み
現
代
に
至
っ
た
。
従
っ
て
、
こ
の
ま
ま

で
は
、
美
術
と
し
て
の
書
の
終
焉
は
遠
く
は
あ
る
ま
い
、
と
考
え
る
の
は
私
だ
け
で

あ
ろ
う
か
。

更
に
、こ

の
簡
潔
直
截
な
構
図
の
中
に
潜
在
す
る
驚
く
べ
き
パ
ワ
ー
、
自
在
さ
、
そ
の
中
に

感
じ
る
怪
し
い
ま
で
の
美
し
さ
、
そ
れ
は
造
形
美
術
の
原
点
を
示
し
、
く
ど
く
ど
し

い
虚
飾
が
い
か
に
邪
魔
も
の
で
あ
る
か
を
端
的
に
教
え
て
い
る
。
技
巧
の
泥
沼
に
の

め
り
込
ん
で
身
動
き
で
き
な
い
現
代
書
を
、
本
来
の
「
清
浄
な
造
形
」
に
戻
す
有
力

な
手
懸
り
が
こ
の
宝
庫
の
中
に
は
限
り
な
く
あ
る
。

ま
た
、水

尾
比
呂
志
は
『
美
の
終
焉
』
で
「
能
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
直
さ
ず
、

世
阿
弥
の
考
え
た
こ
と
、
し
た
こ
と
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
触
れ
れ
ば
必

ず
何
か
を
得
る
。
そ
の
得
た
も
の
か
ら
何
か
が
生
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
能
と
は
何

の
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
っ
て
も
よ
い
」
と
云
っ
て
い
る
。
甲
骨
文
を
見
る
と
い
う

こ
と
は
、
書
の
祖
形
に
触
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
得
た
も
の
は
す
べ
て
の

書
作
に
及
ん
で
、
現
代
書
の
活
力
に
な
ら
な
い
は
ず
は
な
い
。
甲
骨
文
字
の
中
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
造
形
の
ヒ
ン
ト
を
抽
出
し
て
活
用
す
れ
ば
、
書
表
現
は
一
段
と
広
く
な
り
、

作
品
は
清
新
潑
刺
と
し
た
も
の
に
な
る
に
違
い
な
い
。

と
述
べ
る
。
こ
の
よ
う
に
先
生
は
、
現
代
書
へ
苦
言
を
呈
し
つ
つ
も
、
期
待
を
寄
せ
る
。

で
も
少
々
手
遅
れ
な
が
ら
今
な
ら
救
い
は
あ
る
。
書
に
関
心
を
持
つ
人
た
ち
が
本
格

の
美
を
再
認
識
し
て
、
そ
こ
へ
立
ち
戻
る
努
力
を
す
れ
ば
、
書
の
体
質
は
改
善
さ
れ

本
来
の
書
美
が
復
活
し
て
、
誰
に
も
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
て
賞
玩
さ
れ
る
書
作
品
の
誕

生
が
期
待
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

石
寿
先
生
は
、
刻
字
の
世
界
に
新
た
な
提
言
を
さ
れ
た
が
、
そ
の
参
考
作
品
と
し
て
取
り

上
げ
た
の
が
、
山
田
桃
源
先
生
と
山
田
正
平
だ
っ
た
。
山
田
桃
源
先
生
は
筆
者
も
一
度
面
会
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し
た
。
別
に
取
り
上
げ
た
い
。
小
林
先
生
は
、
桃
源
先
生
の
作
品
の
原
初
的
な
美
し
さ
を
賛

美
し
、『
刻
書
技
法
―
立
体
書
道
へ
の
道
―
』
や
『
刻
書
講
座
』
に
お
い
て
そ
の
美
と
技
法

を
解
明
し
た
。
桃
源
先
生
と
石
寿
先
生
の
刻
書
の
美
の
共
鳴
は
、
日
本
に
お
け
る
刻
書
世
界

の
奇
縁
と
い
え
よ
う
。
芸
術
の
世
界
は
、
得
て
し
て
本
流
と
目
さ
れ
る
も
の
か
ら
幾
ら
か
外

れ
た
世
界
に
本
物
の
世
界
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

四
　
福
田
芳
園
先
生

　

福
田
芳
園
先
生
（
一
九
二
六
〜
）
は
、
実
名
は
晶
子
、
芳
園
と
号
す
。
篆
刻
・
刻
字
・
書

画
・
陶
芸
に
巧
み
で
、
現
代
を
代
表
す
る
女
流
篆
刻
家
で
あ
る
。
梅
舒
適
に
師
事
す
る
も
、

独
歩
で
独
自
の
世
界
を
創
る
。
日
展
会
友
、
読
売
書
法
会
、
全
日
本
篆
刻
連
盟
常
任
理
事
な

ど
を
歴
任
す
る
。
幽
芳
篆
会
を
主
催
す
る
。

　
『
書
画
の
娯
し
み
』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
六
年
二
月
、
可
成
屋
）
の
巻
頭
特
別
企
画
「
篆

刻
上
達
五
つ
の
秘
訣
」
は
、
先
生
の
篆
刻
技
術
論
の
み
で
な
く
、
姿
勢
や
制
作
の
根
本
が
読

み
取
れ
る
。
先
生
の
篆
刻
感
の
よ
く
表
れ
た
箇
所
を
引
用
し
た
い
。

・
篆
刻
人
口
が
増
え
る
の
と
比
例
し
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
印
が
増
え
て
い
る
か

と
い
い
ま
す
と
、
残
念
な
が
ら
ど
う
も
そ
の
よ
う
に
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
自
己
模
倣
は
、
自
分
を
一
番
ダ
メ
に
し
て
し
ま
い
ま
す
。
趣
味
と
い
え
ど
も
同
じ
も

の
は
二
度
と
つ
く
ら
な
い
、
つ
く
れ
な
い
と
い
う
覚
悟
の
も
と
で
制
作
し
ま
し
ょ
う
。

・
せ
っ
か
く
印
を
作
る
の
で
す
か
ら
、
本
当
に
篆
刻
を
好
き
に
な
り
、
本
当
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。「
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な
れ
」
で
、
ま
ず
は
篆
刻
を
心
か
ら
好
き
に
な

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
る
こ
と
が
、
何
よ
り
の
上
達
の
秘
訣
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

・
篆
刻
と
い
え
ば
漢
字
（
篆
書
）
を
刻
す
る
の
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
は
印
の
表
現
は
自
由
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
か
な
も
か
な
交

じ
り
も
、
ロ
ー
マ
字
や
記
号
で
も
、
題
材
は
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
印
の

表
現
と
し
て
美
し
い
世
界
が
開
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
印
を
作
っ
て
も
い
い
と

思
い
、
そ
の
よ
う
な
発
表
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

・
印
も
書
も
、
人
々
の
生
活
を
離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、

二
十
一
世
紀
の
今
日
に
は
、
現
代
の
生
活
に
ふ
さ
わ
し
い
篆
刻
表
現
が
あ
っ
て
し
か

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
篆
書
に
こ
だ
わ
ら
な
い
、
も
っ
と
自
由
な

表
現
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
い
ま
す
。
篆
書
で
あ
っ
て
も
、
一
つ
の
ス
タ
イ
ル
や
書
風

に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
表
現
に
挑
戦
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
考
え
の
も
と
、
私
が
追
求
し
て
い
る
表
現
の
一
つ
が
、
か
な
印
、
か
な
交
じ

り
印
な
の
で
す
。

・
か
な
印
、
か
な
交
じ
り
印
と
い
っ
て
も
、
刻
す
る
う
え
で
特
に
変
わ
っ
た
こ
と
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
か
な
に
は
曲
線
が
多
い
の
で
、

曲
線
の
表
現
に
は
慣
れ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
と
は
い
っ
て
も
、
何
も
王
朝
か

な
の
よ
う
な
世
界
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
印
と
し
て
の
か
な
美
を
求
め

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
れ
を
知
る
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
大
和
古
印
が
あ
り
ま
す
。
大
和
古
印
と
は
、

わ
が
国
の
平
安
・
奈
良
時
代
の
印
で
、
大
ら
か
で
素
朴
な
表
現
が
あ
り
、
し
な
や
か

な
も
の
、
謹
直
な
も
の
、
書
体
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
も
の

で
す
。
か
な
と
の
調
和
も
誠
に
よ
く
、
和
風
の
美
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
か
な
交
じ

り
印
の
制
作
に
直
接
役
立
ち
も
し
ま
す
。

・
も
う
一
つ
、
印
の
表
現
を
広
げ
る
の
に
役
立
つ
の
が
、
中
国
古
代
の
封
泥
で
す
。
封

泥
と
は
、
文
書
（
木
簡
の
束
）
の
秘
密
を
守
る
た
め
に
押
さ
れ
た
も
の
で
、
封
筒
の

封
緘
印
の
原
形
で
す
。

　
　

こ
れ
も
古
朴
な
も
の
が
多
く
、
印
の
表
現
を
広
げ
る
う
え
で
た
い
へ
ん
有
効
で
す
。

篆
刻
に
長
く
親
し
み
、
ど
う
も
自
分
の
表
現
が
マ
ン
ネ
リ
に
な
っ
て
き
た
な
あ
、
と

思
っ
た
と
き
、
ま
た
篆
刻
に
喜
び
が
見
出
せ
な
く
な
っ
た
よ
う
な
と
き
、
新
た
な
表

現
を
模
索
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

・
印
を
ど
ん
ど
ん
使
え
と
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
使
い
道
が
見
あ
た
ら
な
い
と
お
思
い

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
し
か
し
、
印
も
あ
な
た
の
自
由
な
表
現
の
一
つ
で
す
か
ら
、

使
い
方
も
自
由
自
在
で
す
。

　
　

た
だ
し
、
自
由
自
在
に
使
い
こ
な
す
た
め
に
は
、
印
自
体
が
今
の
生
活
空
間
や
生

活
ス
タ
イ
ル
と
調
和
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
冒
頭
で
、
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
表
現
こ
そ
が
重
要
だ
と
申
し
あ
げ
た
の
は
、
実
は
、
使
う
こ
と

を
前
提
に
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。

　

次
に
、
芳
園
先
生
の
篆
刻
へ
の
評
価
を
見
て
み
た
い
。
書
学
者
福
本
雅
一
先
生（
５
）は
、
芳

園
先
生
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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中
国
で
は
、
詩
選
や
伝
記
が
編
ま
れ
る
時
、
必
ず
方
外
と
閨
秀
が
加
わ
る
。
と
こ
ろ

が
中
井
敬
所
の
『
日
本
印
人
伝
』
に
は
そ
れ
が
な
い
。
む
か
し
は
巾
幗
の
印
人
が
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
続
編
が
試
み
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
疑
い
も
な
く
、

彼
女
の
名
は
そ
の
首
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。（「
福
田
芳
園
展
」、『
休
学
集
』、
芸

文
書
院
、
二
〇
〇
二
年
一
月
）

　

師
梅
舒
適
は
、「
個
展
に
寄
せ
て
」（
福
田
芳
園
作
品
展　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
イ
ヤ
ル
サ
ロ
ン

ギ
ン
ザ
、
一
九
八
六
年
十
二
月
）
に
お
い
て
、

芳
園
さ
ん
は
若
く
し
て
書
と
篆
刻
の
両
方
を
究
め
ら
れ
、
二
十
数
年
間
、
多
く
の
展

覧
会
に
出
品
や
審
査
に
当
ら
れ
た
。
そ
の
作
品
は
磨
か
れ
た
知
性
と
女
性
独
特
の
感

性
を
匂
わ
し
て
く
れ
る
。
一
九
八
六
年
十
月
。

と
称
賛
し
、

　

日
展
評
議
員　

花
田
峰
堂
氏
は
、「
芳
園
女
史
の
個
展
を
祝
し
て
」
に
お
い
て
、

　

何
時
か
頂
い
た
芳
園
さ
ん
の
か
な
字
の
小
印
に
、
私
は
ふ
と
女
ら
し
い
繊
細
な
感

性
の
閃
め
き
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
方
寸
の
芸
術
と
言
わ
れ
る
篆
刻
に
は
、

長
い
歴
史
と
伝
統
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
芳
園
さ
ん
の
意
表
を
つ
い
た

平
假
名
を
使
用
し
た
作
品
は
、
篆
刻
界
に
大
き
な
、
し
か
し
さ
わ
や
か
な
波
紋
を
生

じ
ま
し
た
。
假
名
作
品
を
追
求
し
て
み
て
は
と
、
私
が
勧
め
た
の
は
、
も
う
三
十
数

年
前
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
が
、
今
や
書
道
界
で
は
、
大
衆
に
理
解
さ
れ
る
読
み
易

い
書
を
と
、
調
和
体
が
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
張
を
先
取
り
し
て
い
た
芳
園

さ
ん
の
篆
刻
も
、
こ
れ
を
機
に
ま
す
ま
す
明
る
い
楽
し
さ
と
優
し
い
親
し
み
を
、
私

た
ち
の
前
に
展
開
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

芳
園
さ
ん
は
古
典
を
窮
め
、
そ
れ
を
守
り
な
が
ら
も
、
激
し
い
情
熱
と
強
い
意
欲
で
、

未
開
拓
の
分
野
に
変
化
を
求
め
ま
し
た
。
彼
女
の
眼
に
は
そ
れ
を
貫
き
通
そ
う
と
す
る
、

鋭
く
美
し
い
輝
き
が
あ
り
ま
す
。

　

篆
刻
よ
り
始
ま
っ
た
芳
園
さ
ん
の
、
求
道
の
軌
跡
は
、
書
画
に
陶
板
に
と
幅
広
い

活
躍
を
示
し
、
自
己
の
信
念
に
燃
え
る
そ
の
創
作
態
度
は
、
女
流
作
家
と
し
て
は
ま

こ
と
に
珍
し
い
存
在
で
す
。

と
賛
辞
を
お
く
る
。

　

芳
園
先
生
の
芸
術
の
評
価
は
高
く
、
福
本
先
生
が
奇
し
く
も
語
ら
れ
た
よ
う
に
、
閨
秀
印

人
は
、
江
木
欣
欣
以
後
中
山
彩
畝
女
子
、
川
村
佩
玉
、
河
野
晶
苑
、
北
室
南
苑
先
生
、
福
田

芳
園
先
生
、
小
田
玉
英
先
生
な
ど
多
く
は
な
い
。
私
が
今
後
『
印
人
伝
』
を
編
む
と
す
れ
ば
、

中
井
敬
所
の
『
日
本
印
人
伝
』
に
「
閨
秀
」
の
項
目
を
設
け
、
し
か
と
こ
れ
ら
印
人
の
お
名

前
を
記
し
た
い
。

　

芳
園
先
生
の
篆
刻
の
特
色
に
関
し
て
述
べ
て
み
た
い
。
型
に
陥
り
や
す
い
篆
刻
の
世
界
に

新
機
軸
を
出
す
の
は
難
し
い
。
芳
園
先
生
の
仕
事
は
、
次
の
よ
う
に
言
え
る
。

一
、
伝
統
的
篆
刻
の
充
実
・
発
展
（
図
５
）

一
、
仮
名
文
字
に
よ
る
篆
刻
芸
術
の
創
作
（
図
６
）

一
、
現
代
の
生
活
空
間
に
根
ざ
し
た
篆
刻
芸
術
の
開
発

一
、
陶
芸
に
よ
る
工
芸
書
道
の
制
作

　

中
で
も
、
仮
名
文
字
に
よ
る
篆
刻
芸
術
の
開
発
は
特
筆
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

秋
艸
道
人
会
津
八
一
は
、「
篆
刻
は
漢
字
の
み
な
ら
ず
仮
名
も
扱
う
こ
と
大
い
に
宜
し
い
」

と
語
っ
て
い
る
。
実
際
は
か
な
文
字
を
篆
刻
と
し
て
水
準
の
高
い
作
品
に
仕
上
る
こ
と
は
難

し
い
。
し
か
し
芳
園
先
生
は
、
そ
れ
に
果
敢
に
挑
ま
れ
た
。
漢
字
と
仮
名
は
、
構
造
や
線
質

が
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
渾
然
一
体
と
表
現
し
た
刻
技
の
力
量
に
驚
か
さ
れ
る
。

芳
園
先
生
ご
自
身
が
「
福
田
芳
園
篆
刻
展
」（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
二
〇
〇
二
年
六
月
）
で

綴
っ
た
言
葉
を
引
用
す
る
。

こ
の
道
に
魂
を
注
ぎ
込
ま
れ
た
先
人
達
の
足
跡
を
見
聞
す
る
に
つ
け
、『
極
め
る
』
と

い
う
事
が
至
難
の
業
で
あ
る
と
思
い
、
た
だ
敬
服
と
驚
異
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

さ
り
と
て
及
び
も
つ
か
ぬ
私
は
、
高
い
峰
を
見
上
げ
乍
ら
ふ
も
と
の
花
に
遊
び
、
時

に
は
枯
葉
の
つ
も
る
山
道
を
ひ
た
す
ら
迷
い
つ
つ
歩
い
て
お
り
ま
す
。

　

篆
刻
の
道
は
深
く
魅
力
が
尽
き
ま
せ
ん
。
生
涯
の
心
の
さ
さ
え
と
し
て
日
々
篆
刻

に
親
し
み
勤
し
む
幸
を
感
じ
ま
す
。

五
　
結

　

本
稿
で
は
現
代
を
代
表
す
る
三
人
の
篆
刻
家
を
取
り
上
げ
た
。
三
家
と
も
に
、
作
品
に
主

張
が
あ
り
、
当
代
印
人
の
中
で
傑
出
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
逸

話
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
新
資
料
の
提
示
を
し
た
。
更
に
こ
れ
に
掲
載
さ
れ
た
篆
刻
の
紹
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介
と
印
学
に
言
及
し
、
功
績
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

今
後
更
に
、
わ
が
国
の
印
人
伝
に
お
け
る
唯
一
の
専
著
と
言
え
る
中
井
敬
所
の
『
日
本
印

人
伝
』
を
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
資
料
よ
り
拾
遺
し
補
訂
し
た
い
。
篆
刻
の
専
家
は
も
ち
ろ
ん
、

篆
刻
に
関
わ
る
傍
系
の
文
人
・
芸
術
家
の
研
究
も
併
せ
て
進
め
た
い
。

　（
註
）

（
１
）
中
井
敬
所
の
『
印
人
伝
』
は
、
わ
が
国
の
印
人
伝
に
お
け
る
唯
一
の
専
著
と
言
え
る
も
の
で
、

好
著
で
あ
る
。
敬
所
の
『
印
人
伝
』
に
関
し
て
、「
日
本
印
人
研
究
―
中
井
敬
所
の
高
芙
蓉
研

究
―
」（『
大
学
書
道
研
究
』
第
一
号
、全
国
大
学
書
道
学
会
、二
〇
〇
八
年
三
月
）
で
考
察
し
た
。

わ
が
国
に
お
け
る
印
人
伝
の
最
初
の
編
纂
は
、
文
化
文
政
の
頃
、
永
根
伍
石
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
佚
し
て
伝
わ
ら
な
い
。『
日
本
印
人
伝
』
は
、
敬
所
の
未
完
の
稿
本
を
、

敬
所
の
七
回
忌
で
あ
る
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
、
女
婿
新
家
孝
正
の
手
に
よ
り
上
梓
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
校
正
に
あ
た
っ
た
の
は
姪
の
石
川
文
荘
と
門
人
の
岡
村
梅
軒
を
中
心
と
す
る

六
人
で
あ
る
。
本
書
は
未
定
稿
で
あ
る
も
の
の
、
わ
が
国
印
人
伝
の
唯
一
の
著
述
で
あ
り
価
値

あ
る
も
の
と
い
え
る
。
同
著
は
『
日
本
の
篆
刻
』（
二
玄
社
）
に
水
田
紀
久
先
生
に
よ
る
訓
読

校
注
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
続
補
日
本
印
人
伝
』
の
増
訂
が
あ
る
。

（
２
）「
山
田
正
平
研
究
―
周
辺
の
人
々
と
そ
の
交
友
（
Ⅰ
）
―
」（『
広
島
文
教
人
間
文
化
』
第
三
号
、

広
島
文
教
女
子
大
学
人
間
文
化
学
会
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）、「
日
本
印
人
研
究
―
山
田
正
平
を

め
ぐ
る
人
々
と
そ
の
交
友
（
続
）
―
」（『
書
法
漢
学
研
究
』
第
一
〇
号
、
書
法
漢
学
研
究
会
、

二
〇
一
二
年
一
月
）、「
山
田
正
平
研
究
―
周
辺
の
人
々
と
そ
の
交
友
（
Ⅲ
）
―
（『
国
語
国
文

研
究
と
教
育
』
第
五
〇
号
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
、
二
〇
一
二
年
二
月
）

（
３
）
伊
藤
伸
（
一
九
三
八
〜
一
九
八
九
）
筑
波
大
学
助
教
授
。
専
門
は
、
書
学
・
書
道
史
。
日
展
会

友
、
謙
慎
書
道
会
常
任
理
事
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図 1　小林斗 　『高芙蓉の篆刻』序の草稿

図 2　小林斗 　工藤愚庵宛書簡
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図 3　小林石寿　『拓影展大金文字典』資料

図 4　小林石寿　刻書「萬寿」（『刻書講座Ⅰ』）

図 5　福田芳園　篆刻「門前春水年年緑」

図 6　福田芳園　篆刻「さくら貝の歌」


